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ポリアセチレンの電導性
（応用物理学シリーズ「有機電子材料」オーム社） 化学語への通訳

「ソリトン」
非結合性軌道にある電
荷中性のラジカル（E 
= α+0β）。
シストランス異性に
伴って生じるとも言わ
れている。
「ソリトン域」
アリルラジカルのよう
に非局在化して、各結
合が、1.5 重結合に
なっている。
「ギャップレスの状態」
HOMO-LUMO 縮重。
「正(負)ソリトン」
カチオン(アニオン)。
「正(負)ポーラロン」
カチオンラジカル(ア
ニオンラジカル)。結
合長が変わるには、原
子座標も変位する必要
がある。物理では格子
歪みと呼ぶ。ポーラロ
ンは歪みを伴ったイオ
ンラジカル。
補足
ポーラロンがあちこち
にできると、図3.8 
(a,b) のポーラロン準
位がバンド化する。こ
れが半充填であるため
に電導性が生まれる。
一方、(c) のようなこ
とも想定されるので電
導度はドープ濃度や種
類に大きく依存する。

図3.7

分子や結晶の対称性が低下すると　→　縮重が解けて　
→　エネルギー得をすることがある。



銀塩写真
半導体の色はバンドギャップにより決まる。分子の色が概ね HOMO-LUMO ギャップにより決ま
ることに対応している。以下の設問は、銀塩（"湿式"）写真の原理を理解させる誘導式問題であ
る。自習せよ。出典：M. A. White 著、「材料科学の基礎」（東京化学同人、2000）


